
 

 

報道記者発表資料 

 

朝 来 市 

提 出 日 令和７年７月１１日 

問合せ先 
担当部署：市民課環境推進室 

電話：079-672-6120 

担 当 者 
室長：村上 泰啓 

担当：波多野 哲哉 

件名 
幻の赤いハナムグリ「アカマダラハナムグリ」、朝来市で２２年ぶり

に確認！ 
 特殊な生態で非常に珍しいコガネムシ科の甲虫、アカマダラハナムグリを朝来市内で２２年ぶりに確

認しましたので報告します。（兵庫県レッドデータブックではＡランク。2012年に改定されるまではＥ

Ｘ（地域絶滅）とされていた。） 

 

発見日時  令和７年６月１４日（土）１４：００頃 

 

発見場所  朝来市内 

 

 確 認 者  山木 海那（やまき かいな）（市内在住：１２歳） 

 

 同定確認  波多野哲哉（朝来市職員：市民課環境推進室）℡：079-672-6120 

「アカマダラハナムグリで間違いない。2003 年に私も 3頭確認し県立人と自然の博 

物館の八木剛主任研究員に同定確認を依頼した。2003 年改定版の兵庫県レッドデー 

タブックではＥＸ（イクスティンクト：地域絶滅）と位置付けられたこともあるほど、 

県内では非常に希少な昆虫。」 

 

 確認の状況 カナブンなどを採集しようと山に採集に出かけた際、樹液のでたうろ穴に顔をうずめて

いた。大きさは約 17.5mm。波多野哲哉氏が講師を務める自然観察会に参加した発見者

の担任の教師が撮影した写真を見て、発見者はアカマダラハナムグリを認識しており、

珍しい昆虫であることを記憶していたため、発見時にすぐ同定ができた。 

 

  種の特徴  黄褐色と黒色のまだら模様を呈する。成虫はクヌギやコナラの樹液に集まり、新成虫は 

希 少 性  晩夏から初秋にかけて発生、そのまま越冬する。幼虫は猛禽類やコウノトリなどの大型 

鳥類の巣内で見られることが近年明らかとなった。（2009 年にはコウノトリの巣の中で 

発見され、話題となった。） 

 

近年の動向  兵庫県内では朝来市、川西市、豊岡市、養父市、新温泉町、神戸市、三田市等で確認 

 

 参 考 文 献  兵庫県,２０２２．兵庫県レッドリスト２０２２（昆虫類） 

        

 朝来市の方向性  令和８年度に生物多様性地域戦略の策定を目指す。今後も市内の様々な情報提 

供を受けて可能なものは公表を行い、市民の意識向上を促進する。 

 問い合せ  朝来市役所市民生活部市民課環境推進室 TEL:079-672-6120／FAX:079-672-1334 

                                 E-mail:kankyou@city.asago.lg.jp 



 

 

アカマダラハナムグリ画像資料 
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